
仕様書 

 

1 概要 

京都府においては、マイナンバー等を扱うマイナンバー系のネットワークで利用している端末と、通常業務で利用しているイン

ターネット系のネットワークで利用している端末がある。そして、これら業務に使う複合機は、インターネット系のネットワークに存

在しており、マイナンバー系端末がこの複合機を使う場合はファイアウォールを介して共用している状況である。 

複合機を通してそれぞれのネットワークが混在してしまう状況であり、これらを見直すべく USB デバイスサーバ（プリントサー

バ）（以下、「デバイスサーバ」という。）を用いて両ネットワークが混在しないように措置するものである。 

※業務イメージ図 

 

2 業務概要 

受託者は、デバイスサーバを調達し、そのデバイスサーバをマイナンバー系のネットワークの LAN 線を接続し、USB ケーブル

でデバイスサーバと複合機と接続する。併せてデバイスサーバに IP アドレスを設定し、そのフロアのマイナンバー端末からデバイス

サーバ経由で印刷できるように設定を施すものである。（※なお、対象複合機設置拠点・数量等は別表のとおりである。） 

 

3 機器について 

USB デバイスサーバ：１４０台 

・2 つ以上の USB ポートを搭載しており、そのうちの一つ以上は USB3.0 対応であること。 

・GbE 対応 LAN ポートを搭載していること 

・LAN ケーブルと USB へ信号を変換することが可能であること 

・任意の IP アドレスを設定可能で、プリントサーバとして利用が可能であること 

・Standard TCP/IP 印刷（LPR/RAW）に対応していること 

 

 

４ 作業詳細 

・マイナンバー系のネットワークの LAN 線は京都府がそれぞれの複合機の付近に用意する。 

・受託者はその LAN 線を利用しデバイスサーバと接続すること。 

・デバイスサーバは複合機の近辺若しくは複合機の側面などに設置すること。 

・デバイスサーバと複合機を繋ぐ USB ケーブルは受託者が調達する。 

・なお、USB ケーブルについて、複合機側は Type-A の接続口である。受託者はこれを踏まえて、USB ケーブルを選定

し、１～２ｍ程度の長さのものを用意すること 

・デバイスサーバの仕様については 3 に示すとおりである。 

・デバイスサーバに設定する IP アドレスは別途京都府が振り出すこととする。 

・京都府の振り出した IP アドレスをデバイスサーバに設定すること。 

・その後、そのフロアのマイナンバー系のネットワークの端末にデバイスサーバ経由で印刷するための設定を施すこと。 

 

インターネット系ネットワーク マイナンバー系ネットワーク 

複合機 デバイスサーバ 
デバイスサーバ経由での印刷設定 



2-2 作業納期 

    令和５年３月３１日（金） 

     

別表 対象複合機設置拠点・数量等（利用状況により設置場所・台数の変更がありうる。） 

拠点 課・室 デバイスサーバ台数 

乙訓総合庁舎 乙訓地域総務防災課 2 

乙訓保健所 4 

中丹東保健所   4 

舞鶴総合庁舎 中丹広域振興局税務課 2 

宮津総合庁舎 宮津地域総務防災課 1 

峰山総合庁舎 丹後保健所 5 

丹後広域振興局税務課 3 

宇治総合庁舎 山城広域振興局税務課 5 

山城北保健所 3 

宇治児童相談所   2 

京都府庁 １号館４階 10 

１号館５階 5 

２号館２階 5 

２号館３階 3 

２号館６階 2 

むすびわざ館 特別支援教育課 1 

自動車税管理事務所   11 

田辺総合庁舎 山城北保健所綴喜分室 5 

田辺地域総務防災課 1 

宇治児童相談所 京田辺支所 1 

京都東府税事務所   8 

京都西府税事務所   11 

家庭支援総合センター   3 

京都南府税事務所   11 

木津総合庁舎 山城南府税出張所 3 

山城南保健所 4 

亀岡総合庁舎 南丹広域振興局税務課 2 

精神保健福祉総合センター   2 

園部総合庁舎 園部地域総務防災課 1 

南丹保健所 4 

綾部総合庁舎 綾部地域総務防災課 1 

福知山総合庁舎 中丹西府税出張所 2 

中丹西保健所 2 

福知山児童相談所   2 

予備 9 

台数 140 

 


